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「
花
ち
ゃ
ん
定
期
便
」
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
届
け
る
切
花
の

宅
配
便
で
す
。
１
束
５
０
０
円
・
３
ヶ
月
の
会
員
制
で
、
県
内
産
を

交
え
て
新
鮮
な
季
節
の
花
３
～
４
種
類
を
毎
月
２
回
、
花
束
と
切
花

情
報
・
鮮
度
保
持
剤
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
定
期
的
に
家
庭
や
オ
フ
ィ

ス
に
届
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県
内
の
花
の
生
産
・
消
費
拡
大
と
と
も
に
、

花
に
親
し
み
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
と
花
文
化
の
定
着
を
図
ろ
う
と
、

平
成
元
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
。
ワ
ン
コ
イ
ン
で
鮮
度
の
良
い
四
季

折
々
の
花
が
楽
し
め
る
と
好
評
で
す
。
最
近
は
、
花

や
緑
に
親
し
み
・
育
て
る
機
会
を
通
し
て
、
や
さ
し

さ
や
美
し
さ
を
感
じ
る
気
持
ち
を
育
む
＝
「
花
育
」

に
活
用
す
る
学
校
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
「
フ
ラ
ワ
ー
キ
ッ

ス
」（
１
束
１
、０
０
０
円
）や
、毎
週
届
く（
料
金
別
途
）

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

松
山
市
の
１
世
帯
あ
た
り
切
花
の
消
費
金
額
は
、

47
都
道
府
県
庁
所
在
都
市
の
中
で
43
番
目
（
年
６
、

１
４
３
円
。
平
成
22
年
総
務
省
家
計
調
査
）。「
花
ち
ゃ

ん
定
期
便
」
で
花
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

Vol.142

花
ち
ゃ
ん
定
期
便

（
県
内
全
域
）

▼

「
私
た
ち
が
お
届
け
し
て
い
ま
す
」

花ちゃん定期便
①�３ヶ月の会員制＝3,000円。（１束500円
／回×６回配送。税込み）
②�１回の配送数が４束以下の場合、送料300
円／回。５束以上は送料無料。

【申し込み・問い合わせ】
　JA全農えひめ花卉センター
　℡089－984－0633

JA周桑 JAえひめ中央

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町



今月の表紙

　秋、真っ盛りの栗園で栗拾いを満喫で
す。大きな栗の木の下に、大きな栗の実
がごろごろごろ。イガの中の栗は靴でイ
ガの端を踏んづけ、火バサミで実を取り
出して…。イガは鋭いので気をつけて！
　愛媛県の栗生産量は全国第３位。都道
府県の秘密を紹介する某番組によると、
ちらし寿司に栗が入っているのも愛媛な
らでは、なのだとか。ビック

・

リ
・ ！

●表紙：栗拾い
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.142

花ちゃん定期便
（県内全域）

●2　 　〈特集〉

	 愛媛県でも「JAくらしの宅配便」スタート！

	 宅配でお届け、ネットでいつでも注文
できるエーコープマーク品宅配システム

●6　　 THE・ねっとわーく

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.210

農を通じて命を考える
小山田　憲正さん

●10　　 TOPIC NEWS

●14　　 なんでもBOX

●16　　 私たちがTACです
　　　　　〜JA愛媛たいき 営農部長　祖母井　良明さん〜

●17　　 統計BOX

●18　　 JAふるさと自慢Vol.142「直売所めぐり」

 彩菜	今治店〜JAおちいまばり〜

●20　　 READERS通信
NOW  NOW  COOKING 〈今月の素材〉カブ

October 2012

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
の
特
徴

　　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話

の
サ
イ
ト
か
ら
、
24
時
間
、
３
６
５
日
注

文
を
受
け
付
け
、
数
日
中
に
ご
自
宅
ま
た

は
指
定
納
品
先
ま
で
配
送
し
ま
す
。

　

品
数
も
食
料
品
・
日
用
品
・
化
粧
品
・

農
作
業
衣
料
品
な
ど
約
１
、０
０
０
ア
イ

テ
ム
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
の
特
徴

　

今
年
10
月
か
ら
、
新
た
な
共
同
購
入
事
業
方
式
と
し
て
、
食
と
健
康
応
援
事
業
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
が
、
県
内
Ｊ
Ａ

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、「
い
つ
で
も
注
文
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」「
数
日
で
届
け
て
ほ
し
い
」「
品
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
に
こ
た
え
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
利
便
性
の
向
上
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
を
め

ざ
し
、
構
築
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
し
く
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。商

品
の
満
足
度
や
必
要
性
も
高
い
半
面
、

納
品
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
や
商
品
ア
イ

テ
ム
の
豊
富
さ
が
求
め
ら
れ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」
は
こ
の
結

果
を
う
け
、
従
来
の
共
同
購
入
事
業
（
女

性
部
の
チ
ラ
シ
回
覧
に
よ
る
協
同
活
動
、

季
節
商
品
単
一
推
進
等
）
に
改
善
を
加
え

た
新
し
い
事
業
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
生
活
組
織
購
買
事
業
の

改
革
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
を
中
心
と
し
た
共
同
購

入
事
業
は
、全
Ｊ
Ａ
で
利
用
意
向
が
強
く
、

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
た
え

開
発
！

特

集

◆特集：愛媛県でも「ＪＡくらしの宅配便」スタート！

宅
配
で
お
届
け
、
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
注
文

で
き
る
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
宅
配
シ
ス
テ
ム
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文
が
あ
っ
た
」「
商
品
の
仕
分
、
配
送
業

務
が
な
く
な
り
労
力
の
軽
減
に
な
っ
た
」

な
ど
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
県
域
・
Ｊ
Ａ
域

の
在
庫
・
配
送
な
ど
重
複
し
て
い
た
業
務

を
排
除
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
、
ま
た
、
共
同

購
入
未
利
用
者
や
未
配
達
地
域
の
組
合
員

の
会
員
化
に
よ
り
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、

組
織
基
盤
の
拡
充
に
貢
献
す
る
た
め
、
平

成
25
年
度
末
ま
で
に
県
下
全
域
に
導
入
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
愛
媛
県
内
の
共
同
購
入
で
お
届
け

し
て
い
る
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
は
約

１
５
０
品
目
で
す
が
、
こ
の
し
く
み
の
導

入
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
商
品
を
ご
紹
介

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生
活
資
材
課
で
は
、

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
良
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
商
品
研
修
や
料
理
講
習

会
の
実
施
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
品
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
」
や
地

産
地
消
の
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
な
ど
、
国

産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
は
か
る
た

め
、
国
産
原
材
料
を
優
先
的
に
使
用
し
た

も
の
が
中
心
で
す
。

　

カ
タ
ロ
グ
は
、
食
料
品
・

日
用
品
を
掲
載
し
て
い
る
総

合
カ
タ
ロ
グ
と
、
農
作
業
衣

料
品
を
掲
載
し
て
い
る
カ
タ

ロ
グ
の
２
種
類
（
年
１
回
更

新
）
と
、
愛
媛
県
版
チ
ラ
シ

を
季
別
に
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
他
県

で
も
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、平
成
24
年
８
月
末
現
在
、

13
県
、
45
Ｊ
Ａ
が
導
入
済
み

で
、
15
万
１
千
人
が
会
員
登

録
し
て
い
ま
す
。
導
入
Ｊ
Ａ

か
ら
は
、「
配
送
が
早
く
な
っ

た
」「
商
品
ア
イ
テ
ム
が
増

え
、
組
合
員
か
ら
幅
広
く
注

▲オリジナル開発商品「安心・安全」にこだわるエーコープマーク品

県
内
Ｊ
Ａ
へ
の
導
入
に
つ
い
て

全
国
の
導
入
状
況

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ご
利
用
申

込
書
」
を
Ｊ
Ａ
へ
提
出
い
た
だ
き
、
会
員

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
無
い
方
や
パ
ソ
コ
ン
操
作

に
不
安
の
あ
る
方
で
も
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の

宅
配
便
注
文
書
」
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ

ば
Ｊ
Ａ
で
代
行
入
力
し
て
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

ＪＡくらしの宅配便の主な特徴点
媒　　体 インターネット＋紙

受注頻度 常時（紙媒体は年間）※県版チラシは、上期と下期の年２回。

受注期間 365日いつでも可
（システムメンテナンスによる利用休止の場合あり）

注文方法 インターネット・携帯＋従来方式

取扱品目数 約1,000品目

お届け日数 受注確定後数日（配送日指定可）

配送方法 宅配便＋従来方式

組合員決済 従来方式＋代金引換・クレジットカード
（お選びいただけるお支払い方法は導入ＪＡにより異なります）

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
良
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

特

集
◆特集：愛媛県でも「ＪＡくらしの宅配便」スタート！
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「くらしの宅配便」カタログに
は、加工食品、お菓子、日用品、
農作業衣類まで約1,000アイテ
ムが揃っています

▲

▲ＪＡくらしの宅配便ホームページより

「ＪＡくらしの宅配便」のご注文は次の３つの方法から
お選びいただけます。
❶ウェブサイト（インターネット）

http://www.jakurashi.com
❷携帯サイト（携帯電話）

http://www.jakurashi.com/m
❸注文書「ＪＡくらしの宅配便注文書」にご記入ください。
注文書によるご注文は、ご利用のＪＡ窓口にて承ります。詳しくはご利用のＪＡにご確認ください。

◆ＪＡくらしの宅配便のご利用に関するお問い合わせは、
ＪＡくらしの宅配便事務局　お問い合わせ専用フリーダイヤル

70120–009366
受付時間：9：30〜 17：00（土・日・祝祭日、年末年始を除く）
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農

畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本

部
は
、
来
年
２
月
末
（
乳

製
品
は
１
月
末
）
ま
で
、

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農
畜
産
物
消
費
拡

大
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、〝
美
味
・
新
鮮
・
安
全
〟

な
県
内
産
の
食
肉
・
加
工
品
と
乳
製
品
の

消
費
拡
大
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

を
あ
げ
て
毎
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
も
、県
内
Ｊ
Ａ
組
合
員
や
地
域
の
方
々
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
役
職
員
お
よ
び
関
係
先
に

利
用
を
呼
び
か
け
、
食
肉
加
工
品
２
万

セ
ッ
ト
、
乳
製
品
２
万
セ
ッ
ト
の
取
り
扱

い
を
目
標
に
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

愛
媛
県
農
畜
産
物
の
『
地
産
地
消
』
を

進
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

上
期
に
実
施
し
た
『
え
ひ
め
み
か
ん
・

い
よ
か
ん
混
合
ジ
ュ
ー
ス
愛
用
運
動
』

で
は
、
目
標
の
35
万
ケ
ー
ス
を
上
回
る

37
万
９
、０
４
３
ケ
ー
ス
の
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
格
別
の
ご
協
力

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
運
動
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
運
動
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄

り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
生

活
資
材
課
（
℡
０
８
９

−

９
０
５

−

２
７
１
５
）
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ら
く
れ
ん
の
乳
製
品
は
、「
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
セ
ッ
ト
」や「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
」、

歯
の
健
康
を
ま
も
る
乳
酸
菌
「
Ｌ
８
０
２

０
菌
」
を
使
用
し
た
「
８
０
２
０
ヨ
ー
グ

ル
ト
セ
ッ
ト
」
な
ど
４
ア
イ
テ
ム
。

　

畜
産
加
工
品
は
、
伊
予
牛
「
絹
の
味
」、

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
精
肉
セ
ッ
ト

が
４
ア
イ
テ
ム
、
レ
ト
ル
ト
商
品
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
カ
レ
ー
３
種
セ
ッ
ト
（
新

規
）
に
、
ま
た
、
従
来
の
「
あ
ら
び
き
ウ
イ

ン
ナ
ー
」、「
ポ
ー
ク
ソ
ー
セ
ー
ジ
」に
加
え
、

「
豚
バ
ラ
柔
ら
か
角
煮
」、「
焼
豚
」、「
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
」
を
新
開
発
し
加
工
品
を
６

ア
イ
テ
ム
に
、全
て
愛
媛
県
産
伊
予
牛「
絹

の
味
」
又
は
愛
媛
県
産
豚
肉
を
使
用
し
た

合
計
11
ア
イ
テ
ム
を
お
届
け
し
ま
す
。

生活
資材課

県
内
産
食
肉
・
加
工
品
と
乳
製
品
の
愛
用
を
！

農
畜
産
物
消
費
拡
大
運
動
展
開
中
！
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㈱
Ａ
コ
ー
プ
西
日
本

は
、
全
68
店
舗
（
県
内
14

店
舗
）
で
、
10
月
９
日
か

ら
10
月
31
日
ま
で
、「
Ａ

コ
ー
プ
フ
ェ
ア
２
０
１
２
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

期
間
中
は
、
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
誕

生
40
周
年
を
記
念
し
て
、エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
の
中
で
も
人
気
の
高
い
40
品
を
対
象

に
「
40
円
の
得
割
ク
ー
ポ
ン
券
」　
（
統
一

折
込
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
掲
載
）
を
発
行
し
、

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
認
知
度
向
上
と

利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、得
割
ク
ー

ポ
ン
商
品
１
品
ご
利
用
に
つ
き
、
１
円
を

「
被
災
地
義
援
金
専
用
口
座
」
を
通
じ
て

被
災
地
に
送
金
し
、
復
興
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
期
間
中
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」
も
開
催
し
、
フ
ェ

ア
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
は
、「
ジ
ャ
ン

ボ
か
ぼ
ち
ゃ
重
量
あ
て
ク
イ
ズ
大
会
」
と

し
て
、
お
買
上
げ
金
額
１
、０
０
０
円
以
上

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
40
周
年
記
念

40
円
の
得
割
ク
ー
ポ
ン
券
の
活
用
を
！

㈱Ａコープ
西日本

や
新
千
歳
空
港
「
北
の
海
鮮
鮨
」、
南
は
鹿

児
島
中
央
駅
「
極　

黒
豚
め
し
」
や
出
水

駅
「
鹿
児
島
櫻
島
と
り
め
し
」
ま
で
、
全

国
各
地
の
選
り
す
ぐ
り
の
有
名
駅
弁
･
空

弁
20
種
類
を
取
り
揃
え
ま
す
。

　

Ａ
コ
ー
プ
は
、
国
産
農
畜
産
物
に
こ
だ

わ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
店
舗
運
営
、「
安

心
」
と
「
信
頼
」
の
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
Ａ
コ
ー
プ
年
間
最

大
の
全
国
統
一
企
画
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
、
最
寄
り
の
Ａ
コ
ー
プ
、
そ
し
て
独

自
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

品
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
お
客
様
を
対
象
に
、
重
量
あ
て
ク
イ
ズ

を
実
施
。ピ
タ
リ
賞（
Ａ
コ
ー
プ
商
品
券
３
、

０
０
０
円
分
＝
各
店
１
本
）、
ニ
ア
ピ
ン
賞

（
同
１
、０
０
０
円
分
＝
各
店
５
本
）、
残
念

賞
（
同
５
０
０
円
＝
各
店
20
本
以
内
）
な

ど
の
賞
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
24
日
に
は
、「
た
ま
ご
つ
か
み
取
り

大
会
」
と
し
て
、
当
日
、
お
買
上
金
額
１
、

０
０
０
円
以
上
の
お
客
様
を
対
象
に
、
箱

の
中
の
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
つ
か
ん
で
い
た
だ

き
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
に
書
か
れ
た
数
の
た
ま

ご
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
に
は
、「
全
国
の
駅
弁・

空
弁
ま
つ
り
」
を
実
施
し
ま
す
。
フ
ェ
ア

で
は
、
北
海
道
の
旭
川
駅
「
蝦
夷
わ
っ
ぱ
」

Ａコープフェア2012
愛媛県内実施14店舗

・Aコープいまばり愛彩  ・Aコープハトマート北条
・Aコープハトマート山越  ・Aコープ城南
・Aコープとべ  ・Aコープいよ  ・Aコープなかやま
・Aコープやわたはま  ・Aコープみかめ
・Aコープのむら  ・Aコープつしま  ・Aコープみま
・Aコープ吉田  ・Aコープ松野
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OYAMADA KENSHO小山田　憲正

農
を
通
じ
て
命
を
考
え
る

　

昨
年
の
夏
の
あ
る
朝
、
い
つ
も
通
り
山
裾

に
広
が
る
田
ん
ぼ
に
出
向
い
て
み
て
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
昨
日
ま
で
は
青
々
と
並
ん

で
い
た
稲
が
、
泥
で
汚
れ
倒
れ
て
い
ま
す
。

一
瞬
で
何
が
あ
っ
た
の
か
を
悟
り
ま
し
た
。

「
猪
が
入
っ
た
の
だ
…
」。

　

田
舎
に
住
ん
で
い
る
と
野
生
の
動
物
に

田
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
農
業
を
始
め
る
前
ま
で
は
あ

ま
り
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
へ
ー
」

と
い
う
く
ら
い
な
も
の
で
す
。
時
々
見
か
け

る
タ
ヌ
キ
や
ウ
リ
坊
に
は
愛
着
す
ら
も
感

じ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
始
め
て
み
る
と
こ
れ
が

大
問
題
。
タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
畝
を
崩

し
た
り
、
ほ
じ
く
っ
た
り
と
や
り
た
い
放

題
。
特
に
猪
は
夜
な
夜
な
田
ん
ぼ
に
入
っ
て

き
て
は
、
大
事
な
稲
を
踏
み
荒
ら
し
ま
す
。

「
猪
の
入
っ
た
田
ん
ぼ
の
米
は
、
獣
の
臭
い

が
つ
い
て
し
ま
い
食
べ
ら
れ
な
い
」、
本
当

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
く
ら
い

農
業
に
と
っ
て
は
迷
惑
者
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昔
は
猪
な
ど
野
生
動
物
の
多

く
は
山
の
奥
に
住
ん
で
い
て
、
人
間
が
住
ん

だ
り
農
業
を
営
む
里
と
の
間
に
は
「
里
山
」

と
い
わ
れ
る
手
入
れ
さ
れ
た
山
々
が
緩
衝

帯
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
都
市
化

が
進
み
山
間
部
で
過
疎
化
が
深
刻
に
な
っ

て
く
る
と
、
里
山
の
手
入
れ
を
す
る
人
が
少

な
く
な
り
、
緩
衝
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た

さ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
山
々
は

荒
れ
、
放
棄
さ
れ
た
田
畑
が
広
が
り
、
山
奥

に
住
ん
で
い
た
野
生
動
物
が
人
間
の
側
に

ま
で
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
最
初
に
田
ん
ぼ
を
始
め
た
と
こ
ろ

も
、
こ
の
よ
う
な
「
放
棄
さ
れ
た
」
土
地
で

あ
り
、
そ
の
た
め
日
中
で
も
野
生
動
物
を
目

に
し
ま
す
（
普
通
、
野
生
動
物
は
夜
行
性
で

す
）。
当
初
特
に
気
に
留
め
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
初
め
て
荒
ら
さ
れ
た
日
以
降
、
ど

ん
ど
ん
猪
が
田
を
荒
ら
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
事
な
田
ん
ぼ
を
荒
ら
さ
れ
る
ま
ま

に
し
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
い
！　

と
い

う
こ
と
で
、
お
寺
で
修
行
を
す
る
み
ん
な
で

夜
、
見
張
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
懐
中
電

灯
を
持
っ
て
、
猪
が
来
な
い
よ
う
田
ん
ぼ
の

見
回
り
を
す
る
、
寝
ず
の
番
で
す
。
２
週
間

続
け
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
限
界
を
感
じ
ま

し
た
。
犬
を
連
れ
て
行
っ
て
も
犬
は
吠
え
も

せ
ず
寝
て
い
て
（
な
ん
て
情
け
な
い
犬
で

し
ょ
う
…
）、
人
間
が
朝
ク
タ
ク
タ
に
な
る

ま
で
見
張
る
毎
日
。
苦
労
を
し
て
収
穫
ま
で
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で
す
。
稲
穂
に
口
が
あ
っ
た
ら
、
刈
り
取
ら

れ
る
時
「
痛
い
痛
い
！
」
と
叫
ぶ
で
し
ょ
う
。

大
根
に
表
情
が
あ
れ
ば
、
収
穫
さ
れ
る
時
に

苦
痛
を
浮
か
べ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
人
間
は
、
生
き
て
い
く
上
で
必
ず

他
の
命
を
頂
い
て
い
ま
す
。
食
卓
に
並
ぶ
も

の
は
全
て
他
の
命
で
す
。
着
る
も
の
も
、
住

む
と
こ
ろ
も
、
す
べ
て
他
の
命
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
移
動
す
る
時
に
目
に
見
え
な
い
虫
を
踏

み
潰
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
息
を
す
る

時
、
目
に
見
え
な
い
虫
を
吸
い
こ
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
生
き
る
、

と
い
う
こ
と
は
他
の
命
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
自

覚
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
狩
猟
を

通
じ
て
こ
の
自
覚
を
き
ち
っ
と
持
ち
、
全
て

の
命
に
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
朝
６
時
の
お
勤
め
の
前
に
私
は
一
人

で
数
十
分
間
、
御
大
師
様
と
向
き
合
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
す
が
、
毎
回

必
ず
私
が
殺
生
し
て
し
ま
っ
た
他
の
命
の

こ
と
を
思
い
ま
す
。
毎
度
毎
度
の
食
事
の

際
に
は
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
声
と
共
に

頭
が
自
然
と
垂
れ
ま
す
。
農
業
は
、
私
達
が

知
っ
て
い
る
以
上
に
他
の
命
が
私
達
の
た

め
に
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を

実
感
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
毎
日
有

り
難
い
命
を
頂
い
て
、
私
達
の
命
が
あ
る
の

で
す
。

　

次
回
は
最
終
回
で
す
。
と
も
に
農
業
を
営

む
修
行
す
る
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
通

じ
て
、
農
業
に
対
す
る
夢
を
つ
づ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
合
掌

て
田
畑
を
荒
ら
す
野
生
動
物
を
減
ら
し
、
稲

や
野
菜
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
電
気
の

通
っ
た
柵
や
鉄
製
の
網
で
田
畑
を
囲
む
作

業
も
続
け
ま
し
た
。

　
「
お
坊
さ
ん
が
狩
猟
免
許
な
ん
て
…
」
と

顔
を
し
か
め
る
人
も
い
ま
す
。
確
か
に
捕
ま

え
た
野
生
動
物
は
駆
除
、
つ
ま
り
は
殺
し
て

し
ま
う
わ
け
で
す
。
殺
生
を
禁
じ
て
い
る
仏

様
の
教
え
に
反
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
お
米

に
だ
っ
て
、
野
菜
に
だ
っ
て
命
は
あ
り
ま

す
。
苦
し
み
や
痛
み
を
表
現
で
き
な
い
だ
け

▲

か
わ
い
く
て
、さ
す
が
に
殺
生
で
き
ず
、

逃
が
し
た
ウ
リ
坊

こ
ぎ
つ
け
コ
ン
バ
イ
ン
を
動
か
し
た
後
、
修

行
を
す
る
若
い
み
ん
な
は
落
穂
拾
い
を
自

然
と
や
り
出
し
ま
し
た
。
苦
労
を
し
て
収

穫
す
る
喜
び
を
、
心
か
ら
感
じ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
の
後
、
私
は
農
閑
期
に
狩
猟
免
許
を
と

り
ま
し
た
。
狩
猟
免
許
と
は
罠
や
鉄
砲
を

使
っ
て
猟
を
す
る
た
め
の
免
許
で
す
。
さ
す

が
に
家
族
の
反
対
で
鉄
砲
の
免
許
は
と
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
罠
の
免
許
は
（
何
十
年

か
ぶ
り
の
徹
夜
勉
強
の
甲
斐
あ
っ
て
？
）
無

事
取
得
で
き
ま
し
た
。
以
降
、
罠
を
使
っ

▲山奥での開墾作業には油圧ショベルが欠かせない。「だいたいの重機は自分で
操れます」
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　８月31日は語呂合わせで「野菜の日」。ＪＡ
愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農えひめ
は、今年も「野菜の日」を前に、８月25日と26
日の２日間、フジグラン松山・重信とエミフル
MASAKIの３店舗で「えひめ野菜フェア」を
実施し、生産者やＪＡ職員が店頭試食販売を行
いながら、えひめ野菜の消費拡大と利用を呼び
かけました。
　松前町のショッピングモール・エミフル
MASAKIでは、８月25日、ＪＡ松山市の久万
高原ピーマン部会の生産者が店頭に立って、簡

●「野菜の日」に向けえひめ野菜PR

生産者自らが売り場で自慢の野菜をPR！

単レシピの試食を交えて、えひめ野菜のキャラ
クター「乱太郎」のうちわやクリアファイルを
配布し、えひめ野菜の利用を呼びかけました。
　今回のフェアには、このほかに、ＪＡ周桑ア
スパラガス部会、ＪＡ松山市松山長なす部会、
ＪＡえひめ中央トマト部会、ＪＡえひめ中央伊
予なす部会が参加。生産者自らが売り場に立っ
てPRする販促活動は、売り場も賑わい、消費
者と直接交流や意見交換もできることから好評
です。

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめは、９月８日と９日の２日間、松山市のフ
ジグラン松山で開催された「エコえひめ農産物
市場」に出展し、ＪＡ全農えひめモニターレディ
らが、エコえひめに認定されているトマト・ミ
ニトマト・きゅうりをPRしました。
　このイベントは、愛媛県農林水産部ブランド
戦略課が、減農薬・減化学肥料で栽培・認証
した「エコえひめ農産物」を広く県内消費者に
PRし、消費拡大を図ろうと企画したもの。
　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会のブースで
は、簡単レシピ「トマトと玉ねぎの旨々和え」
の試食や乱太郎グッズの配布が人気を集め、用
意した商品は２日間とも完売しました。
　消費者からは、「エコえひめは農薬を何%カッ
トしているの？」等の質問がモニターレディに

●エコえひめ農産物市場

試食等を通じてモニターレディが「エコえひめ」をPR！
も寄せられるなど、安全・安心な農産物に対す
る関心が高い中、こうしたイベントを通じて、
徐々に「エコえひめ」の認知度は向上している
ようでした。
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　ＪＡ全農えひめ青果販売課は、８月22日、松
山市のＪＡ愛媛で平成24年産栗出荷会議を開催
しました。会議には、愛媛県くり研究同志会役
員と主産地４ＪＡの担当者、京阪神・松山の市
場関係者が出席。生産概況を確認し、販売方針
と消費宣伝計画を決めました。
　24年産の栗は、年明けから春先まで平年を下
回る気温で推移したため、発芽は３〜５日程度
遅れたものの、４月中旬以降は気温が高めで推
移したため、開花は平年並〜３日程度の遅れに
回復。着毬数は、品種や園地のバラツキはある
ものの、平年並からやや多めと予想され、肥大
もおおむね良好と見られています。
　24年産の県内主産地４ＪＡ（ＪＡ愛媛たい
き、ＪＡえひめ中央、ＪＡひがしうわ、ＪＡえ
ひめ南）の栽培面積は2,185ha（前年比99%）、
生産量は1,100ｔ（同124%）、出荷量1,085ｔ（同
124%）のうち市場出荷は610ｔ（同139%）を計
画しています。
　24年産販売方針では、①ＪＡ間相互協力によ
る重点市場への計画的安定出荷、②選果・選別

●平成24年産栗出荷会議

市場出荷610ｔの販売方針を決定
の徹底と品質向上、③産地・消費地情報の的確
な把握と情報の交換、④消費宣伝の実施による
需要の拡大、⑤９月下旬と10月上旬の休日出荷
対応、等の取り組みを決めました。
　消費宣伝では、パンフレットや短冊を活用し
季節感を前面に打ち出した店頭試食宣伝によ
り、「愛媛の栗」の知名度アップを図ります。
　なお、愛媛県の平成23年産収穫量は、1,580ｔ
で、全国第３位の生産量（全国シェア8.3%）と
なっています。

　2012愛媛みかん大使の４人が、活動デビュー
を前に、９月５日、㈱えひめ飲料会議室で、接
客サービス・マナー、柑橘の基礎知識等の研修
を行いました。
　９月10日には、松山市中央卸売市場、ＪＡえ
ひめ中央伊予選果場、ＪＡにしうわ川上地区
のみかん園、松山市のＪＡ全農えひめ開発セン
ターを視察。２日間の研修を通じて、愛媛の柑
橘の品種・特徴、産地の状況、栽培の状況・苦
労、収穫後の流通の流れなどを学習しました。
　事務局のＪＡ全農えひめ青果販売課では、「こ
うした研修によって、消費者に届くまでの大変
さ、農家の想いや苦労なども十分認識してくれ
たと思うし、本番のPR活動に活かしてほしい」
と期待を寄せています。

●2012愛媛みかん大使基礎研修

産地視察等研修経験を消費宣伝活動で活かします！
　なお、2012愛媛みかん大使４名は、９月22
日と23日エミフルMASAKIのイベントに参加。
10月16日の愛媛県園芸大会で生産者の皆さんに
お披露目します。
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　ＪＡ全農えひめ食糧生産課は、９月３日、愛
媛県産麦の円滑な流通をめざし、ＪＡ愛媛で愛
媛県民間流通地方連絡協議会を開きました。会
議には、県内外の精麦や醤油・味噌関連の会社・
組合など実需者と生産者・ＪＡ・県関係者ら50
人が出席。はだか麦と小麦について、平成24年
産の販売見込数量や25年産の販売予定数量を確
認するとともに、実需者との意見交換を行いま
した。
　24年産はだか麦は、播種期の降雨による発芽
不良など湿害に加え、生育初中期の低温の影
響もあり、収穫量が大幅に減少。販売見込数量
は、当初販売予定数量5,505トンから３割以上少
ない3,747トンにとどまりました。品質面では、
収穫期の天候に恵まれたことで、１等比率は約
90％と前年産から大幅に改善しました。
　平成25年産はだか麦の購入希望数量（全国）
は17,549トンで、依然として販売予定数量（全
国＝13,125トン）を4,424トン上回っているもの
の、はだか麦の販売量が不安定なため代替品種
への振り替えが進んでおり、その差は年々縮小
してきています。

●愛媛県民間流通地方連絡協議会

実需者ニーズに対応し、作付拡大・安定供給体制確立を！
　愛媛県産については、作柄不良が続き農家の
作付け意欲が減退しているため、作付面積が前
年より60ha減少し1,580ha。購入希望数量は6,681
トン、販売予定数量は5,226トンで購入希望が
1,455トン上回っており、1,700haを目標に、関
係機関が連携し、さらなる作付振興を呼びかけ
ることとしています。
　会議では、実需者から、「引き続き安全・安
心で高品質な麦を安定的に供給して欲しい」と
いった要望に対して、産地側からは、有望新品
種「ハルヒメボシ」や「ユメサキボシ」導入の
考え方や品種の紹介を行いました。

　ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会とＪＡ全農え
ひめ青果販売課は、９月４日、ＪＡうま総合経
済センターで、平成24年産里芋・山の芋出荷協
議会を開きました。
　サトイモは、「伊予美人」としての出荷が今
年で７年目を迎え、ブランドイメージも徐々
に定着しており、24年産は東予地区を中心に新
規作付け拡大が進んだことで、面積は前年比
111％の94.8ha、出荷量は前年比124％の2,175ト
ンと大幅な増加を見込んでいます。
　販売基本方針では、①生産出荷計画に基づく
安定供給、②企画販売の取り組みの拡充、③「伊
予美人」ブランドの消費宣伝活動の強化に取り
組むことを確認しました。
　９月12日には、県内最大産地のＪＡうまで24
年産サトイモの初出荷が行われ、旬の素材とい
うことで、県内全テレビ局のほか多くの新聞
社から取材がありました。今年産は定植期の降

●平成24年産里芋・山の芋出荷協議会

24年産里芋は面積・出荷量とも前年から大幅増を見込む
雨による植え付け作業の遅れ、５月の干ばつ等
により出荷スタート時点では若干小玉傾向です
が、10月になれば肥大も追いついてくる見込み
です。
　山の芋は、面積14.2ha（前年比87％）、共販
量は132トン（前年比100％）の出荷を見込んで
います。
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　「第37回愛媛県JA−SSドライブウェイサービ
スコンテスト」が、９月９日、ＪＡえひめ中央
小田SSで開かれ、最優秀賞には、フルSSの部
で岡本章宏さん（ＪＡ愛媛たいきサンライズ
56SS）、今年新設されたセルフSSの部では横田
浩一さん（ＪＡえひめ中央伊予セルフSS）が選
ばれました。
　同コンテストは、愛媛県JA−SSチェーン本
部が、利用者に愛され信頼されるJA−SSづく
りと従業員の接客・点検技術など能力向上をめ
ざし毎年開いています。
　今回から、運営形態の多様化に対応するため、
セルフSSの部を新設。フルSSの部には、７SS
から８選手、セルフSSの部には９SSから９選
手が出場。模擬客を相手に、接客サービスの内
容、ユーザー印象度などの総合得点で順位が決
まりました。
　最優秀賞の岡本さんは、「１ヶ月ほど前から
練習した成果が出てよかった。日々満足してい
ただけるサービスを提供していきたい」と意気
込みを話していました。セルフの部は今回初開
催ということで、各所長が参加し高レベルの接

●第37回愛媛県JA−SSドライブウェイサービスコンテスト

最優秀賞に岡本さん・横田さん
戦となりました。最優秀の横田さんは、「この
経験をSS全体に浸透させて、サービスレベル向
上につなげたい」と話していました。
　優秀賞受賞者は次のとおり（敬称略。カッコ
内はSS名）
【フルSSの部】久保建拓（ＪＡ愛媛たいきオズ
メッセセルフSS）、田中幹士（ＪＡえひめ中央
荏原SS）、松田岳人（㈱ＪＡ東宇和サービス野
村中央SS）【セルフSSの部】大野知秀（ＪＡ愛
媛たいき長浜セルフSS）、福桝眞嗣（同オズメッ
セセルフSS）

　「第３回ＪＡ愛媛LPガス事業ふれあいトーク
コンテスト」が、９月19日、松前町のＪＡ全農
えひめ農業技術センターで開かれ、山田耕治さ
ん（㈱ＪＡ東宇和サービス）が優勝しました。
　同コンテストは、ＪＡ愛媛LPガス事業運営
協議会が、ＪＡのガス担当者による訪問・ふれ
あい活動のレベルアップを図ろうと開かれてお
り、今年が３回目。
　今回は、県内８ＪＡから９人が出場。模擬客
を相手に、訪問からガスコンロの点検、環境と
家計にやさしい新製品「エコジョーズ」の提案
までを行い、説明の分かりやすさ、接客の態度
やスムーズな会話・流れになっているかなどの
総合得点で順位が決まりました。
　優勝した山田さんは、「この経験を日常業務
に活かし、お客様目線の対応で、信頼され喜ば
れるよう頑張りたい」と今後の抱負と意気込み
を話していました。
　同協議会では、「３年間開催した中で、今回
は最もレベルが高かった。ガス事業は、ＪＡ経

●ＪＡ愛媛LPガス事業ふれあいトークコンテスト

山田耕治さん（㈱ＪＡ東宇和サービス）が優勝
済事業の柱の１つ。その重要性を認識し、担当
者がお客様の困っていることや悩みに対応し、
より信頼される事業をめざしたい」と話してい
ます。
　その他の入賞者は次の皆さん（敬称略・カッ
コ内はＪＡ名）
▽準優勝＝伊井孝彦（新居浜市）▽３位＝秦和
宏（うま）▽敢闘賞＝佐川真治（愛媛たいき）
▽努力賞＝渡部浩二（えひめ中央）

▲左から、岡本さん、横田さん

▲左から、渡部さん、伊井さん、山田さん、秦さん、佐川さん
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山町の松浦梨園では、梨を収穫。さっそく試食
した児童らは「甘くて美味しい」と喜んでいま
した。

　食農教育活動に力を入れている、ＪＡえひめ
アイパックス㈱ファーマーズマーケット「いよっ
こら」運営協力会は、８月27日、親子農業体験
ツアーを実施しました。
　参加した伊予市近郊の親子12組・36人は、元
気いっぱいに大根や梨の収穫、牛とのふれあい
を通じて「食」と「農」への理解を深めました。
　標高1,000ｍを超える四国カルスト・西予市野
村町大野ケ原では、降雨の影響もあって真夏に
もかかわらず気温は20℃以下、半袖では肌寒い
中で、特産の「大野ケ原大根」の収穫を楽しみ
ました。
　西予市城川町の関平畜産では、子牛から出荷
までの一連の流れを見学。日ごろ接することの
ない牛とのふれあいを楽しんだほか、伊予市中

　ＪＡえひめ南は、南予地方で開催中の「え
ひめ南予いやし博2012」に合わせて、10月
27日、地域の旬の味覚をご家族で一緒に楽
しめるイベント「体験・旬の味覚フェアー」
を開催します。
【とき】10月27日（土）午前９時～午後３時
【ところ】道の駅・みなとオアシス「きさ
いや広場」
　宇和島市弁天町１-1318-16
　（電話）0895（22）3934
【内容】会場では、早生みかんはじめ旬の
農産物のつめ放題ほか、無料で楽しめる野
菜釣り大会や神経すいじゃくゲーム、もち
つき体験、しぼりたてミカンジュースの無
料試飲など、ご家族一緒に楽しめる催しが
満載。当日は「愛媛みかん大使」も来場し、
イベントを盛り上げます。
　また、宇和島市内商店街「きさいやロー
ド」では「全国丼サミット」も同時開催さ
れているので、あわせてお楽しみください。

　サトイモ「伊予美人」の県内最大の産地
ＪＡうまは、特産の「伊予美人」の美味し
さのPRと認知度向上を図ろうと、試食宣
伝等各種PR活動に取り組んでいます。
　８月31日には、リジェール松山・屋上ビ
アガーデンに、出荷シーズンを前に収穫し
た「伊予美人」30㎏を持ち込んで、ＪＡ職
員が「いも炊き」400食を振る舞い、サト
イモ「伊予美人」のシーズン到来をアピー
ルしました。
　試食した方は、「軟らかく粘りがあり美味
しい」と、秋の味覚に大満足の様子でした。

●「いよっこら」親子農業体験ツアー

収穫＆ふれあい体験を楽しむ

●イベント情報

10／27　南予で開催！
「体験・旬の味覚フェアー」

ＪＡうまがビアガー
デンで旬のサトイモ
「伊予美人」をPR！
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　また、球場に隣接する公民館では、監督を対
象にケガ予防のためのトレーニング方や指導方
法を教える「指導者講習会」、スポーツを行って
いる子どもの保護者を対象にした「栄養学教室」
も開かれ、わかりやすい説明が好評でした。
　教室終了後、西崎さん、市川さん、屋鋪さん
の３人は、ＪＡ事業への理解を深めようと、松
山市のＪＡえひめ中央農産物直販所「太陽市」
を訪問。乗松淳二店長から説明を受けながら店
内を視察し、豊富な農産物に驚きながら、「立派
な施設。近くにあれば」などと話していました。

い」とあいさつ。同球団の薬師神績社長は、「地
域密着を合言葉に取り組んできたが、ＪＡとの
協定により県民球団として新たなページをむか
えることができた」と話し、お互いがユニフォー
ムを交換。ＪＡグループの農産物を記念品とし
て選手に贈呈したほか、関係者で記念撮影を行
いました。

　WCBF（財団法人世界少年野球推進財団・王
貞治理事長）が主催する「ＪＡ全農WCBF少年
野球教室」が、西崎幸広さん（日本ハムOB）な
ど元プロ野球の名選手４人を講師に迎え、９月
８日、新居浜市市営野球場で開かれました。
　同教室には、新居浜市内の中学校10チームか
ら166人が参加。西崎さんのほか、市川和正さん
（横浜OB）、水上善雄さん（ロッテOB）、屋鋪要
さん（巨人OB）が、ベースランニングやリード
のとり方、ボールの握り方や投げ方、捕り方と
捕球してからの動作、バッティングの基本技術
とコツを指導しました。
　子どもたちは、「声を出して」「元気良く」「う
まくできたよ」という励ましを受けながら、「相
手ピッチャーから目を離すな」「スピードを落と
さないでベースランニングを」「しっかり振り
切って」「下半身をしっかり使って」など分かり
やすい元プロ野球選手のアドバイスを真剣に聞
いていました。
　西崎さんから直接ピッチングの指導を受けた
中萩中２年の藤田友輝君は、「投げる時は振りを
大きくなど、わかりやすく教えてもらい良かっ
た。練習を続けてフォームを固めていきたい」
と笑顔をみせていました。
　同教室は、ＪＡ全農が子どもたちの健やかな
心身の成長と未来の夢を応援するため特別協賛
し、全国の野球を愛する小・中学生と少年野球
指導者を対象に開催しています。愛媛県では平
成17年の大洲教室以来、２回目の開催。

　ＪＡ愛媛中央会・ＪＡ全農えひめなどＪＡグ
ループ愛媛は、９月12日松山市のＪＡ愛媛で、
四国アイランドリーグplusの愛媛マンダリンパ
イレーツ（愛媛MP）と相互協力協定「ＪＡMP
（ジャンプ協定）」を締結しました。
　これは、ＪＡグループと愛媛MPが、お互い
の特性を生かして、新しいスポーツ文化創造へ
の支援、地域の活性化と地域貢献活動への協賛、
後援会への加入促進等に連携・協力して取り組
もうというもの。愛媛MPからは、引退後の就
職に困る選手も多い中で、セカンドキャリアへ
のＪＡグループのバックアップに大きな期待が
寄せられていました。
　調印式では、ＪＡグループを代表してＪＡ愛
媛中央会の林正照会長が、「愛媛MPの活動に共
感し、地域の活性化に向け絆をいっそう深めた

●WCBF少年野球教室新居浜教室

元プロ野球選手のわかりやすい指導に大満足！

●ＪＡグループ愛媛と愛媛ＭＰ相互協力協定調印

スポーツ文化や地域貢献で協力！
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支
所
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
サ
ブ
が
専

任
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し
、
積

極
的
に
出
向
く
体
制
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【担当地区：大洲･平野･新谷･柳沢･三善･栗津･南久米･長浜】
　TAC活動の目的・使命は、担い手への訪問活動を充実させ、結果として農
家所得向上につなげることだと考えています。
　TAC３名とTACサブ17名が連携し、訪問回数・内容の充実と担い手の現
状把握（栽培面積･品目･収量等）を進め、TACシステムを活用した渉外情報
の発信・強化と相談活動を通じて、担い手の課題解決につなげていきたい。

【担当地区：五十崎･内子･大瀬･立川･河内･石畳･和田】
　担当地区は、高齢化が急速に進み、耕作放棄地の増加が大きな問題となっ
ています。TACとして、積極的に訪問活動を実践し、担い手が抱えている後
継者問題や労力軽減策等について共に改善策を検討しながら取り組んでいき
ます。
　訪問すると、「よう来てくれた」との声をいただくなどやりがいも感じて
います。まず、担い手との信頼関係を築いていきたい。

【担当地区：喜多･菅田･大川･蔵川･上須戒･河辺･肱川】
　活動当初は、ＪＡに対する要望、地域農業の現状と課題、担い手の求める
情報・営農支援等についての聞き取りから始めました。その中で、ＪＡに対
する前向きな意見や厳しい意見のほか、病害虫対策、市況情勢、資材全般に
関する情報提供が欲しいという声が多くありました。指導販売担当・TACサ
ブと連携をとって、タイムリーな情報提供を行い、担い手とタッグを組み課
題解決をめざしたい。

　

Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
で
は
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
、
愛
媛
県
内
初
の
専
任
Ｔ
Ａ

Ｃ
３
名
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
サ
ブ
（
支
所
営
農
担

当
）17
名
の
体
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
導
入
の
ね
ら
い
は
、
今
年
度
の

支
所
再
編
に
よ
っ
て
営
農
担
当
の
配
置

支
所
数
が
半
減
し
た
こ
と
も
あ
り
、
担

ＪＡ愛媛たいき
営農部長

祖母井　良明さん

専
任
Ｔ
Ａ
Ｃ
が
月
３
０
０
件
以
上
訪
問

営農部営農企画課担当課長

梶谷　聖明

営農部営農企画課

森岡　和幸

営農部営農企画課

矢野　　努

▲担い手への訪問活動
　ＪＡ愛媛たいき喜多支所管内でキュウリ・トマト等を栽培している吉
岡恵一さん（40歳）は、「TACサブも含め訪問してくれて助かっています。
地域全体で出向く体制を作って、生産から販売まで多岐にわたる情報を
提供して欲しい」とTAC活動に大きな期待を寄せています

専任TACの活動状況と抱負
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業
就
業
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
中
、
食
料
の
安
定
供
給
を
確

保
し
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
新
規
就
農
者
の
確
保
が

重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
今
月
は
将
来
日
本

の
農
業
を
担
う
新
規
就
農
者
に
つ
い
て
見

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
新
規
就
農
者
は
５
万
８
、

１
２
０
人
で
、
前
年
に
比
べ
３
、５
５
０

人
（
６
・
５
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
就
農

形
態
別
に
み
る
と
、
自
営
農
業
就
農
者
は

４
万
７
、１
０
０
人
で
、
２
、３
０
０
人

　

新
規
就
農
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
39

歳
以
下
は
１
万
４
、２
２
０
人
で
１
、０
７
０

人
（
８
・
１
％
）
増
加
し
た
も
の
の
、
40

～
59
歳
は
１
万
２
、６
１
０
人
で
１
、

３
６
０
人
（
９
・
７
％
）
減
少
し
、
60
歳

以
上
は
３
万
１
、２
９
０
人
で
３
、８
５
０

人
（
14
・
０
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

　　

全
国
農
業
会
議
所
が
、
平
成
22
年
11
月

に
新
規
就
農
者
（
新
規
参
入
者
）
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

就
農
後
１
～
２
年
目
の
間
に
経
営
面
で

最
も
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
所
得
が
少

な
い
」
が
31
％
と
最
も
多
く
、「
技
術
の

未
熟
さ
」
20
％
、「
設
備
投
資
金
の
不
足
」

13
％
な
ど
、
所
得
の
確
保
や
技
術
の
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
2
）。
農

林
水
産
省
で
は
、
そ
う
し
た
就
農
時
の
悩

み
・
不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
農
業
を

始
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
24
年
度
よ
り

新
た
に
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
と
し
て

就
農
の
準
備
段
階
か
ら
経
営
を
開
始
し
た

後
の
就
農
初
期
段
階
ま
で
、
新
規
就
農
者

を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
　
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

（
５
・
１
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農

業
法
人
等
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
た
雇
用

就
農
者
は
８
、９
２
０
人
で
、
８
８
０
人

（
10
・
９
％
）、
土
地
や
資
金
を
独
自
に
調

達
し
、
新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
し
た
新

規
参
入
者
は
２
、１
０
０
人
で
、
３
７
０

人
（
21
・
４
％
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し

た
（
図
１
）。

新規就農者は全国で５万8,120人
－ 平成23年新規就農者調査結果の概要から －

農新
規
就
農
者
は
前
年
よ
り
増
加

新
規
就
農
者
に
は

様
々
な
支
援
策
が
必
要

図１　新規就農者数の推移

90

80

70

60
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40

30

20

10

0

（千人）

資料：農林水産省「平成23年新規就農者調査結果の概要」（平成24年８月28日公表）

平成18年

81.0

19

73.5

20

60.0

21

66.8

22

54.6

23

58.1
新
規
自
営
農
業
就
農
者

新規参入者
新規雇用就農者

図２　新規参入者が参入後１～２年目に経営面で困っていること（１位）

資料：全国農業会議所「新規就農者（新規参入者）の就農実態に関する調査結果」（平成22（2010）年11月実施）
　注：１）就農後おおむね10年以内の農業外からの新規就農者を対象としたアンケート調査（有効回答数1,517）
　　　２）参入後１～２年目の新規参入者が経営面で困っていることとして１位にあげた項目

35（％）302520151050

30.8所得が少ない

20.1技術の未熟さ

13.3設備投資金の不足

7.9運転資金の不足

7.5農地が集まらない

4.0販売が思うようにいかない

3.8労働力不足

3.1栽培計画・段取りがうまくいかない

9.4その他



品

▲板崎百合江さ
んの錦糸卵が
たっぷりのっ
たちらし寿司
とヒジキ飯。
鯛飯も絶品

家族の愛情いっぱい、ご飯です

　昼食弁当を買う息子さんの
「母さんの手づくりの方がおい
しいけん、出してみたら」の一
言ではじまった母親譲りのちら
し寿司はやさしい甘みに、具材
たっぷり田舎寿司。「錦糸づく
りも毎日卵１００個となると腱鞘
炎になり、ミキサーで混ぜるア
イデアがひらめきました。忙し
くしていると主人が野菜切りや
パック詰めを手伝ってくれるよ
うになりました」。なんともポジ
ティブなご夫婦です。隠し味は
米も鯛もひと味違ってまろやか
に仕上がる特注ミネラル塩。ヒ

ジキは食べ比べて大角（波方
町）産を契約するなど、地元産
のさらにワンランク上を行くお
いしさです。 品

▲「本日もおいしいパンが焼
けました！」。米粉パング
ループ代表の渡部千代さん

うちの田畑からとれたパンです

　あん・ジャム・クリームパン…毎週木曜日に
は焼きたてパン10種以上が並びます。もっちりと
した食感は自家米の米粉80％のなせる技。米
は大阪で製粉するという、納得のいく挽き方に
こだわっています。おかずパンのカボチャやサツ
マイモは自家野菜、ジャムパンのブルーベリー・
はれひめ・イチジクは手づくりです。ヒジキや漬
物入りというミスマッチ感も米粉パンなら難なく
クリア。トースターで温めると、できたてがよみ
がえります。

おお すみ

イベントカレンダー

11月第３土曜日　創業イベント（餡餅プレゼント）

インフォメーション

彩菜 今治店
●℡／0898-32-3551

●営／９：00～19：00

●休／無休（１月１日・２日は除く）

●住／今治市別宮町９－１－27　Ａコープいまばり愛彩店　内

●URL／なし

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.142

旬野菜を体にとりこむ、ナチュラルで理にかなった健康生活の一端を担う
彩菜 今治店 ～ＪＡおちいまばり～

巻幡　加津子さん
（彩菜　今治店　主任）

「農産物の一番おいしい状
態を必要量だけ買ってい
く、台所の延長の直売所で
あり続けたいと願っていま
す。充実の切り花コーナー
ではオミナエシやススキ、
珍しい赤米など、秋の装い
でお待ちしています」

吉満　早苗さん
（彩菜　今治店　スタッフ）

「彩菜が‘元気’なのは、新鮮な野菜を出荷してくれ
て、おいしいお弁当や総菜をつくってくれる生産者の
おかげ様。私たちは‘笑顔がいいね’と声をかけてく
れるお客様の笑顔にいつも‘元気’をもらっています」

【広域map】 【ピンポイントmap】【広域map】 【ピンポイントmap】
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宮脇

★
彩菜 今治店
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宮脇

★
彩菜 今治店

▲開店一番の混雑から一段落した店内風景。
上下２段、ずらりと並ぶコンテナ群

▲Ａコープいまばり愛彩店と内部からも行き来できる彩菜今治店

彩菜のことなら、
なんでもおまかせあれ！

▲今治・鳥生産のレ
ンコンも健在

▲梨、各種出揃っています

▲店舗前はシキビ・ロード

▲イチジクの一種、バ
ナーネは、外皮は青
くても激甘

▲或る生産者のコンテナ。♪～中をのぞいて見て
ごらん～♪カボチャ、トマト、マクワウリ、
玄米餅まで。生産者の人物像に思いをはせて
みるのも、また楽しい

▲充実の寿司やおかずも昼前にあっ
という間になくなっていく

▲切り花コーナーも充実のボリューム

い
さ
い
き
て
屋
」
の

原
点
は
「
彩
菜
」
に
あ
り

さ
い
　
さ
い

　
平
成
12
年
11
月
に
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
の

農
産
物
直
売
所
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
「
彩
菜

今
治
店
」
は
、
今
や
県
内
外
か
ら
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
大
型
直
売
所
「
さ
い
さ
い
き
て

屋
　
本
店
」の
元
祖
と
も
い
え
る
店
舗
で
す
。

12
年
間
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
吹
き
さ
ら

し
の
店
舗
や
ス
ー
パ
ー
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
流
動
的
に
形
を
変
え
な
が
ら
も
生
産
者

の
朝
採
れ
野
菜
と
個
性
の
あ
る
加
工
品
の
み

を
販
売
す
る
直
売
所
本
来
の
姿
は
変
わ
る
こ

と
な
く
、
地
元
の
人
々
に
ず
っ
と
愛
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
Ａ
コ
ー
プ
い
ま
ば
り
愛
彩
の
一
角
、

約
１
０
０
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
に
、Ｊ
Ａ
お
ち
い

ま
ば
り
管
内
陸
地
部
の
出
荷
会
員
約
１
、
２

０
０
人
に
よ
る
野
菜
の
出
荷
は
量
も
品
数
も

多
く
、
２
億
円
以
上
の
年
間
売
り
上
げ
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　「
彩
菜
　
今
治
店
」
が
に
ぎ
わ

う
秘
密
は
、‘
狭
さ
’
に
あ
り
ま

す
。
開
店
一
番
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
、

店
舗
か
ら
も
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

農
産
物
群
が
ひ
し
め
き
あ
う
充
実

ぶ
り
は
圧
巻
な
が
ら
、
歩
き
回
っ

て
疲
れ
な
い
広
さ
は
、
商
品
の
比

較
も
目
当
て
の
品
を
見
つ
け
る
に

も
効
率
的
で
す
。
出
荷
の
中
心
は

旬
の
野
菜
で
す
が
、
生
産
者
は
一

つ
の
畑
で
多
品
目
を
つ
く
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
く
、
内
部

が
鮮
や
か
な
紅
色
の
紅
心
大
根
や

日
野
菜
か
ぶ
、
年
が
明
け
れ
ば

オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
や
菊
芋
な
ど
、

珍
し
い
野
菜
を
見
つ
け
る
面
白
味

も
あ
り
ま
す
。

　
女
性
ス
タ
ッ
フ
５
名
が
切
り
盛

り
す
る
店
の
１
日
は
、
開
店
前
の

あ
わ
た
だ
し
く
も
厳
し
い
目
を
光

ら
せ
る
全
商
品
チ
ェ
ッ
ク
に
は
じ

ま
り
ま
す
。
生
産
者
と
お
客
様
へ

の
温
も
り
の
あ
る
声
か
け
、
い
ろ

ん
な
質
問
に
答
え
ら
れ
る
知
識
の

修
得
と
共
有
、
出
荷
量
の
多
い
野

菜
の
レ
シ
ピ
づ
く
り
な
ど
、
女
性

な
ら
で
は
の
豊
か
な
感
性
と
気
配

り
で
、
親
し
み
や
す
さ
と
ワ
ク
ワ

ク
感
の
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

純
度
１
０
０
％

今
治
産

「
さ

こ
う
し
ん
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品

▲板崎百合江さ
んの錦糸卵が
たっぷりのっ
たちらし寿司
とヒジキ飯。
鯛飯も絶品

家族の愛情いっぱい、ご飯です

　昼食弁当を買う息子さんの
「母さんの手づくりの方がおい
しいけん、出してみたら」の一
言ではじまった母親譲りのちら
し寿司はやさしい甘みに、具材
たっぷり田舎寿司。「錦糸づく
りも毎日卵１００個となると腱鞘
炎になり、ミキサーで混ぜるア
イデアがひらめきました。忙し
くしていると主人が野菜切りや
パック詰めを手伝ってくれるよ
うになりました」。なんともポジ
ティブなご夫婦です。隠し味は
米も鯛もひと味違ってまろやか
に仕上がる特注ミネラル塩。ヒ

ジキは食べ比べて大角（波方
町）産を契約するなど、地元産
のさらにワンランク上を行くお
いしさです。 品

▲「本日もおいしいパンが焼
けました！」。米粉パング
ループ代表の渡部千代さん

うちの田畑からとれたパンです

　あん・ジャム・クリームパン…毎週木曜日に
は焼きたてパン10種以上が並びます。もっちりと
した食感は自家米の米粉80％のなせる技。米
は大阪で製粉するという、納得のいく挽き方に
こだわっています。おかずパンのカボチャやサツ
マイモは自家野菜、ジャムパンのブルーベリー・
はれひめ・イチジクは手づくりです。ヒジキや漬
物入りというミスマッチ感も米粉パンなら難なく
クリア。トースターで温めると、できたてがよみ
がえります。

おお すみ

イベントカレンダー

11月第３土曜日　創業イベント（餡餅プレゼント）

インフォメーション

彩菜 今治店
●℡／0898-32-3551

●営／９：00～19：00

●休／無休（１月１日・２日は除く）

●住／今治市別宮町９－１－27　Ａコープいまばり愛彩店　内

●URL／なし

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.142

旬野菜を体にとりこむ、ナチュラルで理にかなった健康生活の一端を担う
彩菜 今治店 ～ＪＡおちいまばり～

巻幡　加津子さん
（彩菜　今治店　主任）

「農産物の一番おいしい状
態を必要量だけ買ってい
く、台所の延長の直売所で
あり続けたいと願っていま
す。充実の切り花コーナー
ではオミナエシやススキ、
珍しい赤米など、秋の装い
でお待ちしています」

吉満　早苗さん
（彩菜　今治店　スタッフ）

「彩菜が‘元気’なのは、新鮮な野菜を出荷してくれ
て、おいしいお弁当や総菜をつくってくれる生産者の
おかげ様。私たちは‘笑顔がいいね’と声をかけてく
れるお客様の笑顔にいつも‘元気’をもらっています」

【広域map】 【ピンポイントmap】【広域map】 【ピンポイントmap】
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▲開店一番の混雑から一段落した店内風景。
上下２段、ずらりと並ぶコンテナ群

▲Ａコープいまばり愛彩店と内部からも行き来できる彩菜今治店

彩菜のことなら、
なんでもおまかせあれ！

▲今治・鳥生産のレ
ンコンも健在

▲梨、各種出揃っています

▲店舗前はシキビ・ロード

▲イチジクの一種、バ
ナーネは、外皮は青
くても激甘

▲或る生産者のコンテナ。♪～中をのぞいて見て
ごらん～♪カボチャ、トマト、マクワウリ、
玄米餅まで。生産者の人物像に思いをはせて
みるのも、また楽しい

▲充実の寿司やおかずも昼前にあっ
という間になくなっていく

▲切り花コーナーも充実のボリューム

い
さ
い
き
て
屋
」
の

原
点
は
「
彩
菜
」
に
あ
り

さ
い
　
さ
い

　
平
成
12
年
11
月
に
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
の

農
産
物
直
売
所
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
「
彩
菜

今
治
店
」
は
、
今
や
県
内
外
か
ら
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
大
型
直
売
所
「
さ
い
さ
い
き
て

屋
　
本
店
」の
元
祖
と
も
い
え
る
店
舗
で
す
。

12
年
間
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
吹
き
さ
ら

し
の
店
舗
や
ス
ー
パ
ー
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
流
動
的
に
形
を
変
え
な
が
ら
も
生
産
者

の
朝
採
れ
野
菜
と
個
性
の
あ
る
加
工
品
の
み

を
販
売
す
る
直
売
所
本
来
の
姿
は
変
わ
る
こ

と
な
く
、
地
元
の
人
々
に
ず
っ
と
愛
さ
れ
続

け
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
Ａ
コ
ー
プ
い
ま
ば
り
愛
彩
の
一
角
、

約
１
０
０
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
に
、Ｊ
Ａ
お
ち
い

ま
ば
り
管
内
陸
地
部
の
出
荷
会
員
約
１
、
２

０
０
人
に
よ
る
野
菜
の
出
荷
は
量
も
品
数
も

多
く
、
２
億
円
以
上
の
年
間
売
り
上
げ
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　「
彩
菜
　
今
治
店
」
が
に
ぎ
わ

う
秘
密
は
、‘
狭
さ
’
に
あ
り
ま

す
。
開
店
一
番
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
、

店
舗
か
ら
も
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

農
産
物
群
が
ひ
し
め
き
あ
う
充
実

ぶ
り
は
圧
巻
な
が
ら
、
歩
き
回
っ

て
疲
れ
な
い
広
さ
は
、
商
品
の
比

較
も
目
当
て
の
品
を
見
つ
け
る
に

も
効
率
的
で
す
。
出
荷
の
中
心
は

旬
の
野
菜
で
す
が
、
生
産
者
は
一

つ
の
畑
で
多
品
目
を
つ
く
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
く
、
内
部

が
鮮
や
か
な
紅
色
の
紅
心
大
根
や

日
野
菜
か
ぶ
、
年
が
明
け
れ
ば

オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム
や
菊
芋
な
ど
、

珍
し
い
野
菜
を
見
つ
け
る
面
白
味

も
あ
り
ま
す
。

　
女
性
ス
タ
ッ
フ
５
名
が
切
り
盛

り
す
る
店
の
１
日
は
、
開
店
前
の

あ
わ
た
だ
し
く
も
厳
し
い
目
を
光

ら
せ
る
全
商
品
チ
ェ
ッ
ク
に
は
じ

ま
り
ま
す
。
生
産
者
と
お
客
様
へ

の
温
も
り
の
あ
る
声
か
け
、
い
ろ

ん
な
質
問
に
答
え
ら
れ
る
知
識
の

修
得
と
共
有
、
出
荷
量
の
多
い
野

菜
の
レ
シ
ピ
づ
く
り
な
ど
、
女
性

な
ら
で
は
の
豊
か
な
感
性
と
気
配

り
で
、
親
し
み
や
す
さ
と
ワ
ク
ワ

ク
感
の
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

純
度
１
０
０
％

今
治
産

「
さ

こ
う
し
ん
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

し
ま
す
（
笑
）。

（
西
条
市
・
竹
中　

由
香
里
さ
ん
）

●
私
の
娘
も
愛
媛
調
理
製
菓
専
門
学
校
で
べ
ん
き
ょ
う
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。美
味
し
そ
う
な
料
理
を
見
て
。

娘
に
言
っ
て
一
緒
に
作
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
美
味
し
い
料
理
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
家
で
も
で
き
る
簡
単
野
菜
づ
く
り
な
ど･･･

取
上
げ

て
く
だ
さ
い
。

（
松
山
市
・
松
本　

興
八
さ
ん
）

●
中
古
農
機
の
情
報
等
が
わ
か
る
リ
ス
ト
を
載
せ
て
欲
し

い
。

（
伊
予
市
・
亀
田　

均
さ
ん
）

★
編
集
部
よ
り
…
中
古
農
機
の
在
庫
状
況
は
、
日
々
変
動

す
る
た
め
、
広
報
誌
で
の
掲
載
は
難
し
い
点
を
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
中
古
農
機
の
情
報
等
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
の
風
景
「
き
ゅ
う
り
」
を
読
ん
で
。
夏
、
暑
す
ぎ
て

食
欲
の
わ
か
な
い
時
も
き
ゅ
う
り
な
ら
。
み
ず
み
ず
し

く
て
、
ク
セ
も
な
く
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
ら
れ
る
の
で
、

不
思
議
で
す
。
酢
の
物
、
も
ろ
き
ゅ
う
、
冷
麺
…
コ
ー

ナ
ー
の
写
真
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
き
ゅ
う
り
を
見
て
、
圧

巻
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
え
ひ
め
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と
の
こ

と
。
量
り
売
り
や
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
楽
し
み
で
す
。
週
末
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
家

か
ら
近
い
の
で
出
か
け
て
み
ま
す
。

（
松
山
市
・
永
井　

文
江
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。
松
山
か
ら
主
人
の
実

家
・
伊
方
町
に
嫁
い
で
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
長
男

が
誕
生
し
、
子
育
て
で
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。実
家
の
祖
父
母
・
両
親
も
み
か
ん
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
い
ま
す
。
私
も
余
裕
が
で
き
た
ら
お
い
し
い
西
宇
和

み
か
ん
作
り
を
手
伝
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
時
間
の
余
裕
が
で
き
た
ら
、
家
の
畑
で
野
菜

を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
春
夏
秋
冬
４
回
程
度

の
家
庭
菜
園
特
集
（
素
人
対
象
）
が
あ
っ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

（
伊
方
町
・
松
本　

美
香
さ
ん
）

●
特
集
で
紹
介
さ
れ
た
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
大
好
き

で
す
。
だ
か
ら
太
っ
て
ま
す
。

　

今
年
は
暑
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
時
に
は
氷
を
使
っ
た
催

し
な
ど
を
〝
さ
い
さ
い
〟
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
八
幡
浜
市
・
田
上　

満
代
さ
ん
）

●
ブ
ド
ウ
は
好
き
で
も
干
し
ぶ
ど
う
が
嫌
い
な
人
っ
て
多

い
で
す
よ
ね
。
う
ち
の
父
も
そ
う
で
す
。
料
理
コ
ー

ナ
ー
の
ぶ
ど
う
料
理
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
干
し
ぶ
ど
う

が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
サ
ン
ド
す

る
な
ん
て
、
最
高
に
美
味
し
そ
う
で
す
。
も
う
す
ぐ
し

て
、
ぶ
ど
う
が
手
に
入
っ
た
ら
、
父
に
こ
っ
そ
り
と
干

し
ぶ
ど
う
も
入
れ
て
出
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
気
が
向
い
た
と
き
に
宝
く
じ
を
買
っ
て
い
ま
し

た
が
、
３
０
０
円
以
外
は
当
た
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
が
、
今
回
初
め
て
１
万
円
が
当
た
り
ま
し

た
！！
番
号
を
確
認
し
た
瞬
間
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
引
き
換
え
に
行
っ
た
時
、
窓
口
の
方
に
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
言
わ
れ
、実
感
し
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
今
後
も
ぼ
ち
ぼ
ち
買
っ
て
、
３
億
円
を
目
指

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

８
月
号
の
答
え
は
「
あ
ん
し
ん
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

阿
部　

節
男
さ
ん
（
今
治
市
）　　

三
森　

恵
子
さ
ん
（
上
島
町
）

松
本　

美
香
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）　

谷
﨑　

博
子
さ
ん
（
西
条
市
）

村
越
久
美
子
さ
ん
（
今
治
市
）　　

曽
根
知
佐
土
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

川
上　

彩
香
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）　

古
谷　

紗
弓
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

渡
部
美
保
子
さ
ん
（
今
治
市
）　　

藤
田
亜
紀
子
さ
ん
（
今
治
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
24
年
11
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
12
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★新居浜市で開催された「ＪＡ

全農WCBF少年野球教室」で
は、生徒の指導者から、「元
プロ野球選手の言葉は、とて
も影響力があり、子どもの心
にも残ったと思う」「褒めて
もらったり、ポイントを押さ
えた指導で子どものやる気に
つながった」との声が寄せら
れていました。そういえば、
褒められるたびに、“風を切
る球の音”が変わっていたよ
うな…。元プロ名選手の熱血
指導に目を輝かせていた子ど
もたちの成長が楽しみです。
	 	 （正直）

【訂正とおわび】
　９月号18ページの「直売所めぐり～ときめき水都市武丈店」の中で、
下記のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
①タイトル
　（誤）「ウソか、マコトか！温泉つきの直売所？」
　（正）「温泉に隣接する直売所」
②本文７行目～
　（誤）	～それというのも温泉開館前にお買いもの、買った商品はレ

ジに預けて、入浴後にもう一度立ち寄り商品引き取り、買い忘
れていればさらにお買いあげ…～

　（正）	～それというのも温泉開館前にお買いもの、入浴後にもう一
度立ち寄り、買い忘れていればさらにお買い上げ…～

③高橋玄樹さんのコメント
　（正）	「西条産の野菜の旨味が詰まったさっぱり味と、米粉のクリー

ミーさとホワイトペッパーのピリッが絶妙なバランスの、オリ
ジナルドレッシングです。他に、さわやかな酸味とキウイのほ
のかな甘さが香る‘赤いキウイのドレッシング’もあります」

Ｊ
Ａ
全
農
は
、
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
宅
配
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業

方
式
の
名
称
は
？ 

「
Ｊ
Ａ
○
○
○
の
宅
配
便
」
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約374kcal
合挽肉	 300ｇ
玉ねぎ	 120ｇ
カブ	 120ｇ
　卵	 １個
　塩	 小さじ1/2
　砂糖	 小さじ１
　コショウ	 少々
小麦粉	 30ｇ
卵	 １個
パン粉	 40ｇ
揚げ油	 適量
葉野菜（水菜など）	 適量

〈作り方〉
①　カブは皮ごと半分に切る。葉はざく切りにす
る。
②　鍋にⒶとカブを入れ、沸けば豚肉を加え、ア
クをとりながら30分ほど煮込む。
③　カブが柔らかくなれば、味噌と牛乳を入れて
仕上げる。①の葉を加えて出来上がり。

カブと豚バラ肉のスープ メンチカブ温カブサラダ・アイオリソース

〈作り方〉
①　カブは葉の根元を少々残して切り、４等分に
する。

②　Ⓐと①を火にかけ、沸けば10分ほど弱火で
煮る。

③　アイオリソースをつくる。皮をとってつぶし
たニンニク、黒コショウ、卵黄、オリーブオイ
ルをフードプロセッサーにかけ、レモン汁と塩
を加える。

④　皿に②を盛りつけ、③をかける。

〈作り方〉
①　合挽肉をよくこね、Ⓐを加える。さらに、み
じん切りにした玉ねぎ、カブ、カブの葉も加え
る。

②　①を小判形に成形し、小麦粉、溶き卵、パン
粉の順につけていく。

③　②を170℃の油で揚げる。
④　③を皿に盛り、葉野菜などを添える。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約199kcal
カブ	 ４個
豚バラ肉（薄切り）	 120ｇ
　水	 ５カップ
　鶏ガラスープの素	 小さじ２
　昆布	 ３㎝角
　酒	 1/2カップ
味噌	 大さじ３
牛乳	 大さじ４

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約200kcal
カブ	 ４個
　水	 ４カップ
　コンソメキューブ	 １個
　バター	 20ｇ
　塩	 小さじ１

〔アイオリソース〕
ニンニク	 1/2片
黒コショウ	 小さじ1/2
卵黄	 １個分
オリーブオイル	 1/2カップ
レモン汁	 1/4個分
塩	 小さじ1/2

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生
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当たった!!

〒791-8603　松山市安城寺町478番地
TEL：089-923-1527　FAX：089-924-0304
〒791-8603　松山市安城寺町478番地
TEL：089-923-1527　FAX：089-924-0304

旬のみかんを搾ったジュースプレゼント！旬のみかんを搾ったジュースプレゼント！旬のみかんを搾ったジュースプレゼント！
のんで！のぞいて！のんで！のぞいて！

【対象商品】
・ポンジュース　1L ペットボトル
・ポンジュース　500ｍｌ ペットボトル

「アタリ」が出たら
必ずもらえる！

※キャンペーン商品は9月初旬頃より販売予定です

キャンペーン情報はこちらから
えひめ飲料ホームページ
http://www.ehime-inryo.co.jp

上品な甘みに、きめ細やかな白い肌
栄養素が豊かな葉も有効利用を！

今月の素材

カブ

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。

（案）

（案）

11時〜予定
14時〜予定


